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17 電気のふるさと

第
十
六
回「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」を
開
催

あ
な
た
の
地
域
の
担
い
手
づ
く
り

最
近
の
研
修
事
業
か
ら
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「
第
十
六
回
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」を
平
成
十
七
年
十
一
月
十
八
日（
金
）

か
ら
二
十
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、
千

葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
は
、
電

源
地
域
の
特
産
品
の
販
路
や
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
り
、
産
業
振
興
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

初
日
の
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
㈶
電

源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
山
本
理
事
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

小
林
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
、
市
町
村
代

表
の
福
島
県
富
岡
町
の
遠
藤
町
長
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
が
あ
り
、

最
後
に
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
三
日
間
に
わ
た
る
じ
ま
ん
市
の

幕
が
切
っ
て
落

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国

か
ら
二
百
十
九

の
市
町
村
が
出

展
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
随

所
で
出
展
者
に

よ
る
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
！　

ど

う
で
す
か
」
の

威
勢
の
よ
い

声
が
響
き
、

お
客
さ
ま
が

立
ち
止
ま
っ

て
特
産
品
を

買
っ
た
り
試

食
す
る
光
景

が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

来
場
し
た
お

客
さ
ま
か
ら

は
「
日
本
全
国
の
特
産
品
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
本
当
に
楽
し
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
た
一
方
、
出
展
者
か
ら
は
「
地
域
の

自
慢
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
。

楽
し
み
な
が
ら
今
後
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

げ
ら
れ
れ
ば
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

「
じ
ま
ん
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
、
各
地
の
郷

土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
会
場
の
拍
手
の
大

き
さ
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
岩
手
県
胆
沢

町
の
屋
白
大
黒
舞
保
存
会
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
市
町
村
の
魅

力
を
地
元
の
方
が
紹
介
す
る
「
ふ
る
さ
と

逸
品
・
観み

ど
こ
ろ
じ
ま
ん
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
」

も
連
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
わ
が
ま
ち
じ
ま
ん
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

出
展
市
町
村
の
「
じ
ま
ん
」
を
壁
新
聞
や

展
示
で
紹
介
。
匠た

く
み

の
技
術
や
演
奏
を
見
る

こ
と
の
で
き
る
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
併
設
し
、

特
に
岩
手
県
胆
沢
町
の「
大
臼
福
餅も

ち

つ
き
」

は
、
見
る
人
を
圧
倒
し
ま
し
た
。
ま
た
、

十
二
市
町
村
に
よ
る
「
じ
ま
ん
の
温
泉
足

湯
め
ぐ
り
」、
各
地
域
自
慢
の
専
門
家
・

工
芸
師
の
指
導
で
、
う
ど
ん
・
そ
ば
打
ち
、

絵
付
け
な
ど
が
体
験
で
き
る
「
体
験
厨ち

ゅ
う

房ぼ
う

・
工
房
」
が
来
場
者
の
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

「
じ
ま
ん
市
大
賞
」は
鹿
児
島
県
大
口
市
の

「
伊
佐
の
焼
酎
豚
」に
決
定

　

最
終
日
に
は
恒
例
の「
じ
ま
ん
市
大
賞
」

の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
過
去

四
回
の
大
賞
受
賞
者
か
ら
「
受
賞
後
、
商

談
に
弾
み
が
つ
き
、
売
り
上
げ
も
格
段
に

上
昇
し
た
」「
何
よ
り
自
分
の
商
品
に
自

信
を
持
て
た
こ
と
が
大
き
い
」
と
の
言
葉

を
頂
い
た
後
、
今
年
の
発
表
が
行
わ
れ
、

四
十
六
産
品
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
中
か
ら
鹿

児
島
県
大
口
市
の
「
伊
佐
の
焼
酎
豚
」
が

大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
代

表
の
成
松
秀
子
さ
ん
か
ら
は
「
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
よ
う
や
く
の
デ
ビ
ュ
ー
戦

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な

賞
を
頂
き
大
変
う
れ
し
い
。
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
地
元
の
素
材
を
使
っ
た

製
造
方
法
に
今
後
も
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
約
十
万
人
の
入
場
者

累
計
来
場
者
が
百
五
十
万
人
を
達
成

　

期
間
中
は
、
約
十
万
人
の
お
客
さ
ま
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
会
場
は
終
日
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
江
東
区
か
ら

来
場
し
た
徳
山
さ
ん
ご
家
族
が
累
計
来
場

者
百
五
十
万
人
目
と
な
り
、
山
本
理
事
長

か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来場150万人目となった徳山さんご
家族

伊佐の焼酎豚

「
第
十
六
回
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」（
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
開
催
）
に
合
わ
せ
、

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
㈶
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研
修
№
１
「
電
源

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」、
№
16
「
地

域
特
性
を
活い

か
し
た
特
産
品
開
発
の
考
え

方
・
進
め
方
（
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
に
学
ぶ
）」
が
、
隣
接
の
ワ
ー
ル
ド
ビ

ジ
ネ
ス
ガ
ー
デ
ン
の
各
会
場
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

電
源
地
域
市
長
村
長
や
助
役
、
議
長
な

ど
約
二
十
人
が
参
加
し
、
十
一
月
十
七
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
多
摩
大
学
経
営
情
報
学
部
の

望
月
教
授
が
「
発
見
と
創
造
・
地
域
価
値

（
資
源
）
に

誇
り
を
持
と

う
〜
三
つ
の

ち
え（
知
恵
・

地
恵
・
治
恵
）

が
大
切
と
な

る
〜
」
と
い

う
演
題
で
講

演
し
、「
い

ま
、
な
ぜ
地

域
価
値
が
大

切
な
の
か
」
を
切
り
口
に
、
地
域
資
産
を

未
来
資
源
に
変
え
た
栃
木
県
足
利
市
、
滋

賀
県
長
浜
市
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
先
進

事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
発
見
方

法
や
創
造
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
し

て
最
後
に
「
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
イ
ド
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
原
点
。
み
ん
な
が
『
ち
え
』
を

出
し
合
い
、
幸
せ
な
地
域
の
世
界
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
願
っ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
㈱
文
化
事
業
部
代
表
取
締
役
、

㈱
桝
一
市
村
酒
造
場
取
締
役
の
セ
ー
ラ
・

マ
リ
・
カ
ミ
ン
グ
ス
さ
ん
が
「
小
布
施

で
見
つ
け
た
伝
統
文
化
と
地
域
価
値
の
創

造
」
と
題
し
て
講
演
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
長

野
県
小
布
施
町
に
移
り
住
ん
で
か
ら
現
在

ま
で
の
経
験
と
そ
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
日
本
人
や
若
者
の
気

質
に
も
触
れ
、「
日
本
人
は
『
や
る
な
』

と
言
わ
れ
た
ら
本
当
に
や
ら
な
い
。
し
か

し
『
だ
か
ら
こ
そ
変
わ
ら
な
く
ち
ゃ
』
と

い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
は
じ
め

は
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
あ
き
ら
め
ず
、

身
の
丈
に
合
っ
た
や
り
方
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
大
人
は
若
者
の
こ
と
を

も
っ
と
理
解
し
、
そ
の
実
力
を
伸
ば
す
環

境
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品
開
発
の

考
え
方
・
進
め
方
（
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ

ま
ん
市
に
学
ぶ
）」
は
、
十
一
月
十
七
日

（
木
）・
十
八
日
（
金
）
の
二
日
間
、
定
員

六
十
名
を
上
回
る
参
加
者
を
迎
え
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
講
義
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
薫く

ん

習じ
ゅ
う

房ぼ
う

代
表
の
二
村
宏
志

さ
ん
が
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
特
産
品
」
と

い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。「
特
産
品

は
企
業
発
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
は
持
ち
得
な

い
地
域
性
を
強
み
に
、
そ
の
違
い
を
発
見

し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
育
て
あ
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
し
、
三
重
県
伊
勢

市
の
お
か
げ
横
丁
や
、
ギ
ョ
ー
ザ
の
町
と

し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
た
栃
木

県
宇
都
宮
市
な
ど
の
先
進
事
例
を
取
り
上

げ
、
地
域
性

の
見
つ
け
方
、

育
て
方
な
ど

に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
事

例
研
究
で
は
、

静
岡
県
中
川

根
町
で
、
農

家
主
婦
十
四

人
が
自
力
で
開
設
し
た
特
産
品
販
売
所

「
四
季
の
里
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

代
表
の
藤
森
文
江
さ
ん
が
、
創
業
の
い
き

さ
つ
か
ら
、
総
売
上
を
年
間
一
億
二
千
万

円
ま
で
伸
ば
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
紹
介
し
、

「
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
ら
ま
ず
や
っ
て

み
る
行
動
力
が
大
切
」
と
力
強
い
言
葉
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
最
後
に
は
、
元
㈱
高
島
屋
関
東

事
業
部
Ｍ
Ｄ
統
括
本
部
催

も
よ
お
し

担
当
バ
イ
ヤ
ー

の
渡
辺
久
正
さ
ん
が「
特
産
品
は
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
で
は
な
く
て
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
、

岩
手
県
前
沢
市
の
前
沢
牛
や
山
形
県
東
根

市
の
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
、

最
後
に
「
お
客
様
へ
の
思
い
や
り
・
気
遣

い
が
消
費
者
の
心
を
打
つ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、 

午
前
中
に
㈲
五
十
嵐
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役

の
五
十
嵐
宜
子
さ
ん
に
よ
る
「
電
気
の
ふ

る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
視
察
の
ポ
イ
ン
ト
を

踏
ま
え
、
各
自
会
場
に
赴
き
、
約
五
千
品

の
特
産
品
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は
、

渡
辺
さ
ん
と
五
十
嵐
さ
ん
に
よ
る
グ
ル
ー

プ
別
参
加
者
討
論
会
が
行
わ
れ
、
特
産
品

開
発
と
流
通
に
つ
い
て
実
り
の
多
い
研
修

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

じまん市大賞を受賞された伊佐名物焼酎豚
本舗の代表者成松さんと大口市役所地域振
興課主査の橋本欣也さん



電気のふるさと 18

セ
ン
タ
ー
掲
示
板

19 電気のふるさと

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ 

２
０
０
５
年
度
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

平
成
十
八
年
一
月
二
十
六
日
（
木
）
と

二
十
七
日
（
金
）
の
二
日
間
、
東
京
都
内

に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
２
０
０

５
年
度
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
は
、
電
源
立
地
を
契

機
と
し
た
地
域
振
興
に
関
す
る
実
践
力
を

高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
全
国

の
電
源
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
、

地
域
振
興
事
業
検
討
会
や
地
域
間

交
流
等
を
経
済
産
業
省
と
の
共
催

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
力
│

内
発
と
連
携
」。
地
域
資
源
を
内

か
ら
見
直
し
、
利
活
用
に
よ
っ
て

地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

地
域
内
外
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
、
全
国
の
地
域
振
興
の
先
進
的

な
事
例
か
ら
具
体
的
手
法
な
ど
を

実
践
的
に
学
び
ま
す
。

　

初
日
は
開
会
式
の
後
、
日
本
政

策
投
資
銀
行
地
域
企
画
部
参
事
役

の
藻
谷
浩
介
氏
が
「
今
、
各
地
に

み
る
地
域
振
興
の
う
ね
り
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
、
二
日
目
に
は

地
域
振
興
事
業
検
討
会
（
三
検
討

会
九
分
科
会
）
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.dengen.or.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

広
報
課

０
３
‐
５
５
６
２
‐
９
７
３
０

e-m
ail:kouhou@

div.dengen.or.jp

そ
ば
に
あ
ら
ず
、う
ど
ん
に
あ
ら
ず

麺め
ん

の
中
の
逸
品　

も
ち
む
ぎ
麺

兵
庫
県　

福
崎
町

　

福
崎
町
は
兵
庫
県
の
中
央
部
よ
り
や
や

南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
中
国
縦
貫
自
動

車
道
と
播
但
連
絡
道
路
と
が
交
差
す
る
広

域
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

ま
た
民
俗
学
の
父
、
柳
田
國
男
生
誕
の
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る「
も
ち
む
ぎ
麺
」は

町
の
農
家
が
育
て
た
大
麦
の
「
も

ち
麦
」
を
原
料
に
し
て
試
行
錯
誤

の
末
作
り
上
げ
た
特
産
品
で
す
。

そ
ば
に
あ
ら
ず
、
う
ど
ん
に
あ
ら

ず
の
独
特
の
風
味
は
多
く
の
人
々

の
舌
を
と
ら
え
、
静
か
な
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ー
タ
グ
ル

カ
ン
が
多
く
含
ま
れ
、
美
容
と
健

康
に
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
に
は
冷
や
し
て
の
ど
越
し
を
楽

し
み
、
冬
に
は
お
鍋
に
入
れ
て
う
ど
ん
す

き
風
に
と
い
ろ
ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
福
崎
町
に
は
、
も
ち
む
ぎ
麺
の
す

べ
て
が
分
か
る
特
産
館
「
も
ち
む
ぎ
の
や

か
た
」
が
あ
り
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備

え
、
も
ち
む
ぎ
特
産
品
の
展
示
・
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
■

福
崎
町
役
場　

産
業
課　

０
７
９
０
‐
２
２
‐
０
５
６
０

http://w
w
w
.tow
n.fukusaki.hyogo.jp/

も
ち
む
ぎ
の
や
か
た　

０
７
９
０
‐
２
３
‐
１
５
０
０

http://w
w
w
.m
ochim

ugi.jp/

「もちむぎのやかた」で人気の「五種麺」

特産品「もちむぎ麺」

読
者
プ
レ
ゼ 
ン
ト

　

今
号
の
「
電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
Ⅰ
」

で
ご
紹
介
し
た
秋
田
県
八
森
町
の
魚ぎ

ょ

醤し
ょ
う「

鍋な
べ

通つ
う

亭て
い

し
ょ
っ
つ
る
」（
百
二
十
ミ
リ　
　

リ
ッ
ト
ル

瓶
二
本
一
箱
）を
、
取
材
先

の
ご
厚
意
に
よ
り
五
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

と
じ
込
み
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
本
紙
へ
の
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
を
ご
記
入
の

上
、一
月
三
十
一
日（
消
印

有
効
）
ま
で
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
選
の

発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人事往来

実施日 １月26日（木） １月27日（金）

場　所 こまばエミナース（目黒区大橋）
こまばエミナース（目黒区大橋）
フォーラムエイト（渋谷区道玄坂）

内　容

●開会式（17:10～17:30）

●講演会（17:45～18:45）

●交流会（19:00～20:00）
（交流会は㈶電源地域振興セン
ター主催）

●地域振興事業検討会（9:30～16:30）

地域資源の再開発検討会（こまばエミナース）
分科会１ 観光振興における地域資源開発セミナー
分科会２ 地域資源を生かした特産品開発ゼミ
分科会３ 特産品のブランド化ゼミ

地域事業経営検討会（こまばエミナース）
分科会１ コミュニティビジネスセミナー
分科会２ 協働による地域経営活性化ゼミ
分科会３ 合併を契機とした地域経営ゼミ

地域産業活性化検討会（フォーラムエイト）
分科会１ 循環型まちづくり検討セミナー
分科会２ 地場産業活性化事業ゼミ
分科会３ ものづくり活性化支援ゼミ

●電源立地都道府県知事（10月～11月選挙分）
県名 氏名 当選月日
宮城 村井　嘉浩 10月23日
広島 藤田　雄山 11月 6日

●電源地域市町村首長（10月～11月選挙分）
市町村名 氏名 当選月日
一関市（岩手） 浅井　東平衛 10月 2日
八幡平市（岩手） 田村　正彦　 10月 2日
胎内市（新潟） 吉田　和夫 10月 2日
むつ市（青森） 杉山　肅 10月 2日
日和佐町（徳島） 藤井　格 10月 2日
高原町（宮崎） 日高　光浩 10月 2日
上市町（富山） 伊東　尚志 10月 4日
ニセコ町（北海道） 佐藤　隆一 10月 9日
岬町（大阪） 石田　正弘 10月 9日
釧路市（北海道） 伊東　良孝 10月16日
遠野市（岩手） 本田　敏秋 10月16日
鶴岡市（山形） 富塚　陽一 10月16日
川根本町（静岡） 杉山　嘉英 10月16日
浜田市（島根） 宇津　徹男 10月16日
江迎町（長崎） 亀山　春光 10月16日
三朝町（鳥取） 吉田　秀光 10月18日
遠軽町（北海道） 北川　健司 10月18日
八雲町（北海道） 川代　義夫 10月18日
七ケ宿町（宮城） 高橋　國雄 10月18日
横手市（秋田） 五十嵐　忠悦 10月23日
安曇野市（長野） 平林　伊三郎 10月23日
佐賀市（佐賀） 秀島　敏行 10月23日
設楽町（愛知） 加藤　和年 10月23日
愛川町（神奈川） 山田　登美夫 10月23日
みなかみ町（群馬） 鈴木　和雄 10月30日
吉賀町（島根） 中谷　勝 10月30日
津和野町（島根） 中島　巌 10月30日
仙北市（秋田） 石黒　直次 10月30日
由布市（大分） 首藤　奉文 10月30日
新宮市（和歌山） 佐藤　春陽 10月30日
上越市（新潟） 木浦　正幸 10月30日
大田市（島根） 竹腰　創一 10月30日
牧之原市（静岡） 西原　茂樹 10月30日
加賀市（石川） 大幸　甚 10月30日
長野市（長野） 鷲澤　正一 10月30日
都留市（山梨） 小林　義光 11月 6日
平戸市（長崎） 白 　信 11月 6日
越前市（福井） 奈良　俊幸 11月 6日

市町村名 氏名 当選月日
神栖市（茨城） 保立　一男 11月 6日
呉市（広島） 小村　和年 11月 6日
会津美里町（福島） 渡部　英敏 11月 8日
一戸町（岩手） 稲葉　暉 11月 8日
山川町（鹿児島） 東　孝一郎 11月 8日
上毛町（福岡） 鶴田　忠良 11月 8日
猿払村（北海道） 森　和正 11月12日
福島市（福島） 瀬戸　孝則 11月13日
山口市（山口） 渡辺　純忠 11月13日
にかほ市（秋田） 横山　忠長 11月13日
酒田市（山形） 阿部　寿一 11月13日
鉾田市（茨城） 鬼沢　保平 11月13日
高岡市（富山） 橘　慶一郎 11月13日
熊野市（三重） 河上　敢二 11月13日
たつの市（兵庫） 西田　正則 11月13日
いちき串木野市（鹿児島） 田畑　誠一 11月13日
片品村（群馬） 千明　金造 11月13日
長和町（長野） 羽田　健一郎 11月13日
苅田町（福岡） 吉廣　啓子 11月13日
水巻町（福岡） 矢野　繁敏 11月13日
紀北町（三重） 奥山　始郎 11月13日
京丹波町（京都） 松原　茂樹 11月20日
双葉町（福島） 井戸川　克隆 11月20日
西和賀町（岩手） 高橋　繁 11月20日
真室川町（山形） 井上　薫 11月20日
神河町（兵庫） 足立　理秋 11月22日
射水市（富山） 分家　静男 11月27日
甲州市（山梨） 田辺　篤 11月27日
霧島市（鹿児島） 前田　終止 11月27日
南さつま市（鹿児島） 川野　信男 11月27日
広野町（福島） 山田　基星 11月27日
湯沢町（新潟） 上村　清隆 11月27日
木曽町（長野） 田中　勝已 11月27日

【
編
集
後
記
】

　

地
域
振
興
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
切
り
口
や
方
策
、

施
策
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
地
域
の
特
産
品
開
発
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
地
元
の

人
々
が
普
段
何
の
気
な
し
に
見
て
い
る
も
の
、
作
っ
て
い
る
も
の
、

使
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
、
他
の
地
域
の
人
か
ら
見
た
ら
と
て

も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
も
の
に
い
か
に
気
づ
き
、
地
域
独
自
の
活
用
方

策
を
考
え
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

が
と
て
も
大
切
だ
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
で
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
何
と
か
元

気
付
け
た
い
と
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
皆
様
へ
、
全
国
各
地
の

様
々
な
実
践
事
例
を
ご
紹
介
し
、
少
し
で
も
皆
様
方
の
活
動
の

糧
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

う
れ
し
い
こ
と
に
、
前
号
で
ご
紹
介
し
た
鹿
児
島
県
阿
久
根

市
や
京
都
府
美
山
町
の
事
例
に
対
し
多
く
の
方
々
か
ら
、
興
味

を
持
っ
た
、
参
考
に
な
っ
た
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

編
集
室
一
同
、
今
後
と
も
皆
様
の
お
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

本
誌
が
地
域
振
興
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
誌
面
に
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
Ｓ
）

Ｖ
ｏ
ｌ
・
１
読
者
の
声
か
ら

●
「
地
域
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
い
い
芽
が
あ
り
ま
す
」
と

い
うK

ey Person

の
こ
と
ば
に

感
動
し
た
。

（
山
口
県
長
門
市　

女
性
）

●
阿
久
根
市
の
事
例
で
は
、
地

域
資
源
の
文ぼ

ん

旦た
ん

に
こ
だ
わ
っ
て
、

商
品
開
発
を
進
め
た
の
が
よ
か
っ

た
。　
（
福
島
県
福
島
市　

男
性
）

●
住
民
出
資
の
「
道
の
駅
」
を

紹
介
し
た
美
山
町
の
事
例
は
、
地

域
色
を
生
か
し
、
か
つ
個
人
商
店

と
の
競
合
を
避
け
る
と
い
う
点
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

（
熊
本
県
荒
尾
市　

女
性
）


